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イオウを用いるジアリールスルフィドとチイランの
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 RhH(PPh3)4（5 mol%）、dppBz (10 mol%)、トリブチルシラン (1 eq.) 存在下、種々の置換ペ




































応では、ジアリールスルフィド C−S 結合とアルキン C−H 結合のメタセシス反応によるビスアリ
ールアルキンが生成することを示した。この結果は、ロジウム触媒によってジアリールスルフィド
C−S 結合切断を伴う C−C 結合形成反応が行えることを示す。 
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